
１）開会

２）挨拶 梨生産部会長

昨年の降雹被害、近年の温暖化による開花後の遅霜等梨にとってとても

栽培環境が厳しくなっているが、今年も出来る限りのことを行い、

出荷に臨みたい。また、今回防除暦では変更点が多くあるとのことなので

しっかり勉強していきたいと思う。

３）紹介 社会福祉法人ゆずりは会エール

昨年から正観寺の梨生産者の園を借りて梨栽培に取り組む。面積は４０a。

４）講習事項

・ 令和５年度防除暦について 全農ぐんま肥料農薬課

変更点の説明

天敵（ミヤコバンカー）の使用方法について説明

・ 液肥（アマナル）について （株）生科研

アマナルの特性について説明

令和５年度梨防除暦講習会

令和５年1月19日（木）

西部支店　会議室



特長

（登録番号：生第105350号）

高品質な果実づくりに高品質な果実づくりに

ポリリン酸配合
●糖の生合成に関与する糖の生合成に関与する糖化合物を配合糖化合物を配合しています。しています。
●果実の糖度向上に効果があります。果実の糖度向上に効果があります。
●作物の作物の耐寒性を高める効果耐寒性を高める効果が期待できます。が期待できます。

●糖の生合成に関与する糖化合物を配合しています。
●果実の糖度向上に効果があります。
●作物の耐寒性を高める効果が期待できます。

糖の向上に

ANR-B-02PC

液状複合肥料液状複合肥料新発売

（0-12-10）（0-12-10）



●石灰硫黄合剤と混合すると有毒ガスが発生する恐れがあり、危険ですから混用は行わないこと。●目に入らぬように注意し、もし目に入った場合はすぐ
に水で充分に洗い流してください。●高温で日照の強い時など、不適と考えられる条件での散布は、避けてください。早朝もしくは夕刻の涼しい時に散布
してください。●高湿で散布後の液剤が乾燥しにくい時や樹勢の弱い園では、散布をひかえてください。●うすめた液はその日のうちに使い切ってくださ
い。●原液の色が濃くなることがありますが、効果に変わりはありません。●直射日光を避け涼しい所に保管してください。●沈殿物や結晶を生じること
がありますので、よく振ってお使いください。●詳しい使い方については、JAまたは農業技術指導機関にご相談ください。

房  重（g）
粒  重（g）
糖度（Brix）

608.7
10.3
17.5

686.8
12.0
18.6

無処理区
各区果実測定結果（各区5房の平均値）

※調査数：各区5房

試験区

試験場所
試 験 区
散 布 日
収 穫 日

：大分県（2019年度）
：アマナル250倍 葉面散布
：7/17・7/22・8/4
：8/13

試験場所
試 験 区
散 布 日

：栃木県（2020年度）
：アマナル250倍 葉面散布
：7/17・7/23・7/30

全果実糖度散布図

試験区無処理区

包装
2kg 10kg 20kg

品種：シャインマスカットブドウ 調査日：2019.8.15

品種：幸水ナシ 調査日：2020.08.27

《使用上の注意》

《使い方》

《 効果事例 》

●250倍にうすめて葉面散布してください。
 ※本製品約320㎖（400g）を100ℓの水にとかすと約250倍液になります。

●肥大後期～成熟期（目安：収穫の約１カ月前～）に、5～7日おきをめどに
     3回以上葉面散布してください。
●収穫1週間前を最終散布日の目安としてください。

試験区の方が「1.1度」高い
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試験区の方が
「0.5度」高い

●無処理区　　●試験区

※調査数：各区30果
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糖の向上に






